２０１３．１２．６
Ｎo.９１５号

2014年度基本要求回答交渉に向けて

職員の命と健康を守るため、過重労働の撲滅に向け具体的計画を！

管理監督者の意識啓発・所属まかせだけでは解決できない！まず、実態と原因の検証から
自治労県職労は12月18日に、2014年度基本要求の回答交渉を行います。

当局の回答内容は例年、現行の制度や運用に固執し、「財政危機」を強調するだけで、職員が安心して働くことができるような就労環境を整備していこうという姿勢は見られません。

しかし、自治労県職労は、諸課題が一歩でも前進し、職場環境の改善が図られるよう、最終交渉まで粘り強く要求していきます。
～回答交渉に向けた継続課題～

○過重労働・不払い残業の撲滅について

・人員削減とともに、内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等）の増大が過重労働の原因の一つであり、抜本的に是正すべき

	管理監督者の意識啓発や所属まかせだけでは、解決しない問題である。

過去3年度に、月100時間超えまたは、2～6か月平均80時間超えの時間外労働を命じた所属について、その実態と原因を明らかにすること。

過重労働の実態がある所属については、適正な人員配置を行うこと。また、予算調整や経理処理のやり方を改善する必要がある。

今期、県労連賃金確定交渉の中で当局は、「業務の見直しを進め、総労働時間の短縮を着実に行っていく。」「各任命権者あてに、総労働時間の短縮対策について意を用いるよう、労務統括官名で通知をする。」と回答した。実効性のある具体的な計画を示すよう求める。


・時間外・休日労働に対する手当の全額支給

	予算不足を理由とする不払い残業が行われている実態がある。必要な財源の確保を求める。


○人員要求について

・前知事が人口当りの職員数が全国一少ないと豪語したほどの、減らし過ぎの人員回復

	過重労働の実態がある所属については、適正な人員配置を行うこと。
欠員は正規職員をもって早急に解消することを求める。


・職業訓練指導員の欠員補充

	指導員の業務は、単に教えることだけではない。就職の指導や就職先の開拓等もあり、正規でなければ対応できない仕事が山ほどある。

最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、採用を拡大すべきである。


・福祉職（児相・生保）の大幅増員

	児童養護施設、生活保護、自殺対策に係る職員が疲弊している。児童相談所や保健福祉事務所の福祉職は、ケースの増大に較べて職員が少なく、複数のメンタル不全も出ている。このような実態を当局はどう認識しているのか。増員を求める。


・短時間再任用職員等の複数配置職場の増員

	再任用制度導入時に、短時間再任用は「定数外」との約束事項だったが、実態は常勤職員の代替である。制度見直しをすべきだ。

現在、短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている所属に必要な人員配置を行うこと。


・メンタル不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置

	円滑な復職に向けて必要な措置だ。再度の休職になればその方がコストはかかる。復職直後は「制限勤務」が多く、厳密には二重配置とはいえない。

なぜ、継続配置ができないのか？有効性に疑問があれば、労使共同で、既に実施している民間企業の調査や専門家の意見聴取をしてはどうか。


○通勤手当の課題について

・障害のある職員については、実態に即した通勤経路を認定すること
	障害のある職員は、エスカレーターやエレベーターのある所を通って通勤している。県がいう「合理的な経路」で誰もが通えるわけではない。安全なルートで安心して通勤できる経路で認定を


○メンタルヘルス対策、労働安全衛生について
・メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与

	　療養休暇取得者・休職者が発生した職場、過重

労働職場については、産業医の監督のもとで、そ

の原因を調査し、必要な対策を講ずるべき。

メンタル疾患は、早期発見、早期ケアが重要な

ので、産業医の積極的な関与の方策を組合との協議の中で、具体化する必要がある。


・公用車の車両更新基準の改善

	現場が遠いため、長距離運転や高速での走行を余儀なくされる職員が、古い車両での自主運転中、危険を感じることがあると訴えている。人の命にかかわる問題であり、早急に対応する必要がある。使用者には、職員の生命及び身体を危険から保護する責任がある。

労働組合との協議と合意に基づき、公用車の更新基準の見直しを求める。


・安心して働くことができる職場環境の整備

	恒常的な時間外が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても、冷暖房を稼働させるよう求める。


○行政システム改革及び緊急財政対策について

・産業技術センターの県直営堅持を

	産業技術センターの独法化について議論されているが、「あり方有識者会議」の提言の中で、「法人移行時のイニシャルコストや移行後のランニングコストなど必要な経費が発生する」としている。既に独法化された先行県でも、莫大な移行費用を要したこと、その後も継続的に多大なコストが必要で、県からの交付金抜きに運営はできないと報告している。
独法化すれば、今まで以上に県の支出が増加、「県財政」を圧迫することになり、「緊急財政対策」に逆行するのではないか。

職員の同意も得ずに公務員身分を奪うことは、到底認められず、断固として反対する。

県内中小企業に対する製品開発の技術支援等を県直営で行うよう強く求める。


・県民や関係団体、職員の意見を反映した見直し

	県税事務所や保健福祉事務所等の再編統合について、当該職員や利用する県民の意見を聴取し、職員の負担増、県民サービスの低下が予想される場合は見直すこと。


○再任用制度の整備について

・雇用と年金の接続

	年金不支給期間の段階的拡大を踏まえ、再任用制度の見直しや、定年延長を検討する場合、生活が成り立つ賃金とすべきである。

個々の身体等の状況により、本人が希望する働き方が選択できるような制度とすること。


○行政補助員問題、非常勤等職員課題について

・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度の抜本的見直し

	現在の行政補助員の業務がすべて、誰にでもすぐできる「補助的業務」とは断言できない。制度と実態が乖離している事実をきちんと認識し、雇用更新年限を設定しないなど、制度の抜本的な見直しを求める。

現行制度は、3年に1度、大量の失業者を生み出す制度になっている。県が不安定雇用の温床となってよいのか。


・均等待遇の原則による抜本的な労働条件の改善

	　療養休暇の有給化や健康診断項目の拡大など、労働条件の改善を求める。


○ノーマライゼーション課題について

・安心して働き続けることができる環境の整備

	加齢による障害の重度化、二次障害に対応した

職、人事異動、通勤等、人事制度の確立に向けて、労使協議を行うこと。

　60歳台の雇用・職を確立するよう求める。


・障害者の雇用確保等
	電話交換業務を廃止又は委託することなく、視覚障害を持つ電話交換職員の職場を確保すること。混乱が生じている実態を踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配置を見直すよう求める。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































